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This paper presents a small-scale wavelength routing optical network system, which is configured 
as a single channel receiver node and can be used to realize a minimum-cost receiver. 
 









信号衝突を防ぐシステム構成を検討した。図 1 は研究対象の AWG-STAR 構成のシステム
において、ノード 1 がノード 6 と通信している状態を 
示している。このシステム構成ではビジー信号が雑音    
要因となるため、ビジー信号の強度と伝送信号特性を 
Q 値により評価した。通信信号用光源として波長可変 
レーザ、ビジー信号用光源として DWDM の全波長 
チャネルをカバー可能な広帯域な SLED 光源および 
ASE 光源を用いた。信号速度 1Gbps,ビジー信号変調 
周波数 100kHz、カットオフ 1MHz の低周波カット      
フィルタを使用し、信号受光レベル－30dBm 時の 
特性を図 2,3 に示す。なお、フィルタは千歳科学技術     Fig1. System outline 
大学福田誠教授に提供いただいた。 
     





Figure 1. (a) A 
crystal packing 
